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全道大会優勝めざして心を一つに

山川　　咲
さくら

さん（訓小５年　高　園）

10 月から後期の学級委員長として、クラスの

みんなが楽しい学校生活を送ることができるよう

他の役員と協力しながら、いろいろな行事を企画

しています。

好きな授業は体育で、体を動かすことが好きで

す。

姉の影響で、小学１年生からバレーボール少年

団に所属しています。来年は全道大会優勝を目標

に、少年団の仲間とのチームワークを大切にしな

がら、日々の練習をがんばりたいです。

将来の夢は、バレーボール選手として、オリン

ピックに出場することです。

米を見てみたい！
10 月 27 日に行われた「わくわく園の米太郎倶楽部との

交流」の写真です。

この写真をプレゼントしますので、ご希望の方は 12 月

29 日㈮までに、役場総務課窓口へお越しください。
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牛乳で多くの笑顔をつなげたい

織田　　賢さん（協　成　39 歳）

「くんねっぷ牛乳ジェラート」の製造を開始し

た合同会社ミルククラウンの一員である織田さ

ん。「100 年先まで、牛乳で笑顔をつなげたい」

と製品への思いを話していました。

「平成 28 年２月に町内の酪農家２戸で、『地元

で生産された牛乳を、地元の子どもたちに飲んで

ほしい』との思いで合同会社ミルククラウン（濱

野和弘代表）を立ち上げました。ミルククラウン

の生乳を使ったジェラートを製造したいという思

いから、令和４年６月にくんねっぷ牛乳ジェラー

トの製造を開始しました。製造するうえで、原料

となる生乳は、自社の牧場で生産し、牛には自社

栽培のトウモロコシを中心とした栄養価の高いえさを与えるなどこだわりを持っています」

「酪農家として、良質な生乳を生産し、自信を持って安心安全でおいしい乳製品を消費者に届ける

ことを、一番に心掛けています。『くんねっぷ牛乳ジェラート』の商品名は、100 年先まで、牛乳で

笑顔をつなぐという私たちの思いを訓子府から発信したいという願いを込めて名付けました。『ふる

さと納税』の返礼品にも使われていることを誇りに思い、訓子府の名に恥じない商品をこれからも

製造していきたいです」

「私自身も３代目の酪農家として、牛乳をきっかけに人と人とのつながりを大切に、多くの人を笑

顔にしたいという思いをこの先も持ち続けながら、ミルククラウンの製品を消費者に届け続けたい

ですね」


